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まえがき

私にこの小論をまとめさせる気持にさせたものは、いったい何だった

のでしょうか？

私が日本棋院の学校囲碁指導員として私の人生体験を踏まえて児童・

生徒に囲碁を教えようとするとき、囲碁という “ 解のない ” かつ “ 深奥

な世界 ” をいかにすれば感じ取らせることができるのだろうか〈教える

ことは不可〉という、そこはかとない不安があったからに他なりません。

現在の囲碁技術書では教えるにも指導するにも余りにも不明瞭、謎、

あいまい性、齟齬…の部分が多すぎ一度自分の方法で理論的に体系化し

ておかないことには、とても子供たちに碁盤を前にして接せられる状況

ではなかったことが最大の理由です。

私が高一の時、数学の先生が『答案用紙には答だけ書くのではなく計

算過程（今にして思えば思考過程）を必ず書くようにして下さい。先生

は最後の答の正・誤のみに配点するのでなく、計算過程に配点しますか

ら…』と。

この言葉は今でも、私の脳裏に鮮明に残っています。

ここで、アインシュタインの有名なことばを紹介しておきます。「教

育とは、学校で習ったことをみんな忘れてしまったとしても、そのあと

に残っているものである。」（1936 年）、酒井邦嘉　「心にいどむ認知脳

科学」より

前記の数学の先生の言葉はいったい何を物語っているのでしょうか？

この世に正解はない？

この世は仮説で成り立っている？
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また作家の澤田ふじ子氏はその著書「空海」のあとがきの中で「目に

見えるものと見えないもの。」「人類の歴史は何万年でも、人間個人はど

の時代に生れたにせよ、常に一からはじめなければならず、すぐれた精

神を次の世代にそのまま伝えることはできない。これにくらべ科学文明

は、約束ごとを図式にした〈方程式〉で伝えることができ、現代はその

集積の上になりたっている。」と。

この小論はタイトルを囲碁の原点とし、サブタイトルに瑠璃色の星、

を補足して、第Ⅰ部を「碁盤に直接与えられているものについての試論」

としました。つまり現在の碁盤をありのまま直視することによって得ら

れるところの、碁盤のもつ神秘性、謎、不可思議など、碁を嗜む人のお

そらく誰もが抱いておられるであろう “ モヤモヤ感 ” の払拭に少しでも

迫ってみようと思います。

第Ⅱ部は「人生と虚実」とし、虚実とは目に見えないものと目に見え

るものといった語感で使用しています。

第Ⅲ部は「学校囲碁指導員として」第１章は、子供さんをお持ちのご

父兄向けに、第２章は、ある
4 4

高校の囲碁入門指導の中から数学部分のみ

をとりあげてみました。第３章は私が囲碁を再開するキッカケの一つと

もなりました疑問 “ スパコンはなぜ囲碁に勝てないのか ” について触れ

てもみました。

この小論では「解のない囲碁の世界」と「我々が解があると思い込ん

でいる存在世界」とを結ぶ奥深い繋がりについて出来るだけ各分野の事

例をあげながら迫ってみたつもりです。

そして私の囲碁に対する疑問点が少しでも払拭されていることを念じ

つつ…。

これから囲碁を始めようと考えておられる人に、少しでも囲碁という

ものの本質が伝えられることを願って、本書を書いてみました。





第Ⅰ部 

　 

碁盤に直接与えられている 

ものについての試論





第１章　碁盤と地球

（イラスト -2）　原図：小学館の図鑑 NEO 地球より

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（写 -4）
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1-1　碁盤は宇宙から生れた

１　仮説

まず冒頭に大胆な仮説を掲げてみます。

　　　　　〈仮　　　説〉　　　　　

　　地球は宇宙から生れた

　　地球と碁盤は相似である

　　ゆえに、碁盤は宇宙から生れた

２　仮説の前提条件

（１）碁盤側　sin66.5°と固定（注１）……三角関数の値 0.9171…

※この sin66.5°という数値を導き出した根拠は、下記のとおりです。

碁盤の「線の間隔は、どれでも通常、縦線の間が約 22 ミリ、横線の

間が約 24 ミリです。縦横の間隔が違うので、約 65 度の斜め上から見

たときにマス目が正方形に見えます（sin65°≒ 0.91 ≒ 22／24
（注２））。」

『東大教養囲碁講座』石倉昇、梅沢由香里、黒瀧正憲、兵頭俊夫より

（２）地球側　cos23.5°と固定（注３）……三角関数の値 0.9171…

※この cos23.5°という数値を導き出した根拠は、地球の自転軸の公

転軌道面への傾斜角（注４）を碁盤側の反対側（碁盤側を右側からとすれ

ば左側
4 4

）から捉えた数値（90°－ 66.5°＝ 23.5°）です。

つまり、太陽系における実際の地球の自転軸の公転軌道面への傾斜角

はこの章の見出しの絵図に使用した数値では約 23.5°（2014.12.10 現

在の実数値は 23°26’06”）です。つまり地球の自転軸はミランコビッ


